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研究教育業績（過去５年間） 
I．研究業績   

１．主な発表論文 

［原著論文］ 
1) Kubota A., Shindo H., Fukushima Y., Komatsu T., Sakurada T., Yasuda T., Fushiya S.,   

Kondo Y., Sakurada C., Takano F., Effects of Kampo Extract Boiogito and Its Alkaloid    
Sinomenine on Nociceptive Pain in Mouse Models, Pharmacometrics., 92, 83-89(2017). 

 

２．主な学会発表 

［国内学会］ 

 

３．その他特筆すべき研究業績 

 

Ⅱ．教育業績  
１．担当授業科目 

2020 年度 生活の化学（1 年）、医薬品の化学（3 年）、医療ビジネス薬科学概論（1 年、1 コマ） 

      現代医療の中の漢方Ⅱ（2 年、8 コマ）、天然物化学（2 年、7 コマ） 

2019 年度 生活の化学（1 年）、医薬品の化学（3 年）、医療ビジネス薬科学概論（1 年、1 コマ） 

      現代医療の中の漢方Ⅱ（2 年、8 コマ）、天然物化学（2 年、7 コマ） 

2018 年度 生活の化学（1 年）、医薬品の化学（3 年）、医療ビジネス薬科学概論（1 年、1 コマ） 

2017 年度 生活の化学（1 年）、医薬品の化学（3 年）、医療ビジネス薬科学概論（1 年、1 コマ） 

2016 年度 生活の化学（1 年）、医療ビジネス薬科学概論（1 年、1 コマ） 

 

２．その他特筆すべき教育業績 


